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1.案件一覧
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No. 案件名 概要 WebNACCS パッケージソフト

１
「港域入港予定年月日時刻」と「入
域予定特定海域への入域予定年月
日時刻」の入力チェックについて

入港前統一申請の「港域入港予定年月日時刻」と「入域予
定特定海域への入域予定年月日時刻」について、港域入港
が特定海域への入域より前の時刻になることはあり得ないため、
間違えて入力された場合はエラーとする。

〇 〇

2 添付ファイル機能の追加 地方運輸局宛の添付ファイル機能を追加する。 〇 〇

3 ポートチェンジ時の申請について
保障契約情報の申請時にポートチェンジが発生した場合、現
行の運用ではFAX等にて手続していたものをNACCSを利用し
て手続できるようにプログラム変更を行う。

〇 〇



No.1 「港域入港予定年月日時刻」と「入域予定特定海域への入域予定年月日時刻」の入力チェックについて
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変更概要
入港前統一申請の「港域入港予定年月日時刻」と「入域予定特定海域への入域予定年月日時刻」につい
て、港域入港が特定海域への入域より前の時刻になることはあり得ないため、間違えて入力された場合はエラーと
する。（入力ミス防止機能の追加）

<WebNACCS／NACCSパッケージソフトの変更点>
保障契約情報（地方運輸局）または船舶保安情報（海上保安部署）
を送信する場合、下記の通りであることをチェックする。

・入港前統一申請（外航）（WPT61）業務
- 入力された「港域入港予定年月日時刻」 が入力された「入域予定特定
海域への入域予定年月日時刻」以降であること。（時刻が逆転している
場合はエラーとする）

・入港前統一申請（外航（運航情報使用））（WPT71／VPX）業務
- 船舶運航本邦港明細DBに登録された「港域入港予定年月日時刻」が
入力された「入域予定特定海域への入域予定年月日時刻」以降である
こと。（時刻が逆転している場合はエラーとする）

陸地

東京湾
（海域）

東京港
（港域）
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No.2 添付ファイル機能の追加
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変更概要
地方運輸局宛の申請に添付ファイル機能を追加する。

<WebNACCS／NACCSパッケージソフトの変更点>
・ファイル申請（WFT／KFT）業務
- 申請書類への添付ファイル機能について、地方運輸局宛にファイル添付できるよう変更する。
（現行の港湾管理者宛の添付ファイル機能と同等）
- 添付可能とする申請は「保障契約情報」とする。



No.2 添付ファイル機能の追加
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WFT・KFT画面

<WFT>ファイル申請：申請書類へのファイル添付

添付対象情報種別名に以下の書類を追加する。
・保障契約情報

<KFT>ファイル申請：申請書類へのファイル添付

宛先に地方運輸局様を設定可能に変
更する。

※画面イメージは現行システムの画面であり、次期システムではデザイン等が変更となります。

宛先に地方運輸局を設定可能に変更する。

添付対象情報種別名に以下の書類を追加する。
・保障契約情報



No.3 ポートチェンジ時の申請について
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変更概要
地方運輸局宛の保障契約情報の申請において、ポートチェンジ（入港港の変更）が発生した際は、現行では
FAX等により地方運輸局に変更申請を実施していたが、これをNACCSにより申請できるようにプログラム変更を行う。
これにより、ポートチェンジの申請が受理されているかNACCS上で確認することが可能となり、地方運輸局との電話
でのやり取り等の手間が軽減される。（なお、FAX等※での運用も引き続き可能である）

※船舶油濁等損害賠償補償法に基づく入港通報については、FAXによる通報手続を2022年内までとし、2023年以降はNACCSまたは電子
メールによる通報手続に移行する予定です。そのため、本件説明資料において、FAXは2023年以降電子メールに置き換わる予定です。

<WebNACCSの変更点>
・「入港前統一申請（外航）（WPT61）」業務
-「保障契約情報（外航）新規登録・訂正・取消」画面の入力項目にポートチェンジ情報を追加する。
・「入港前統一申請（外航（運航情報使用））（WPT71）」業務
-「保障契約情報（外航（運航情報使用））新規登録・訂正・取消」画面の入力項目にポートチェンジ情報
を追加する。

・「書類状態確認（WVS）」業務
-「保障契約情報（外航・外航（運航情報使用））照会」画面の出力項目にポートチェンジ情報を追加する。
・外部ファイル（CSV）
-WVS業務でダウンロード、WCM業務で読込をする外部ファイルにポートチェンジ情報を追加する。



No.3 ポートチェンジ時の申請について
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ポートチェンジの運用フローについて
次ページより、ポートチェンジに伴う運用フローの事例を記載する。なお、各項目の名称は下記の通り仮定する。

項 目 ポートチェンジ前 ポートチェンジ後

保障契約情報の申請者（代理店） 「船舶代理店A」 「船舶代理店B」

入港港 「A港」 「B港」

入港港を管轄する地方運輸局 「地方運輸局A」 「地方運輸局B」

<NACCSパッケージソフトの変更点>
・「入港前統一申請（VPX）」業務
-「保障契約情報」画面の入力項目にポートチェンジ情報を追加する。
・「入出港届等照会（IVS）」業務
-「入港前統一申請照会情報（SAA060）」の出力項目にポートチェンジ情報を追加する。
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船舶代理店A
VPX / WPT

保障契約情報

地方運輸局A

回答

ポートチェンジ
A港→B港

船舶代理店A
FAX

・変更内容を
FAXで送付
・受理されている
か地方運輸局
Aに電話確認

地方運輸局A

・変更内容を確認
・ポートチェンジ後の管轄する
地方運輸局Bへ連絡

地方運輸局B

変更内容を確認し回答

船舶代理店B
FAX

・変更内容を送付
・受理されているか地方
運輸局Bに電話確認

船舶代理店A
VPX / WPT

保障契約情報

地方運輸局A

回答

ポートチェンジ
A港→B港

船舶代理店A
VPX/WPT 訂正

・NACCSにて変更
内容訂正申請
・受理されているか
NACCSで確認

船舶代理店B
VPX / WPT
新規申請

現行仕様概要

次期仕様概要

※ポートチェンジ後に更に変更があった場合

A港

B港

A港

B港

FAXで変更
内容を送付

FAXで変更
内容を送付

NACCSにてポートチェンジ後の変更内容を新規申請

NACCSにて変更内容
を訂正申請

NACCS
にて申請

NACCS
にて申請

地方運輸局A

・変更内容を確認
・ポートチェンジ後の管轄する
地方運輸局Bへ連絡

地方運輸局B

変更内容を確認し回答

※ポートチェンジ後に更に変更があった場合

・変更内容を送付
・受理されているか
NACCSで確認



（中略）
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海上入出港業務

保障契約情報の入力画面の末尾に、
「ポートチェンジ情報」を追加し、ポートチェンジに関する情報
を入力できるようにします。（新規項目）

【代理店Aがポートチェンジの申請を行う場合】
ポートチェンジ前の代理店Ａが、
保障契約情報の訂正にて、
ポートチェンジの有無「有（ポートチェンジ後情報）」を選択し、
ポートチェンジ後の情報を入力する。

【代理店Aの申請後に、さらなる変更が発生し、代理店Bが申請を行う場合】

ポートチェンジ後の代理店Bが、
別の保障契約情報の新規登録にて、
ポートチェンジの有無「有（ポートチェンジ前情報）」を選択し、
ポートチェンジ前の情報を入力する。

保障契約情報 新規登録・訂正・取消画面

※画面は検討中であり、今後変更が生じる可能性があります。
※ポートチェンジに関する入力項目は現在、省庁側と調整中です。

WebNACCS画面
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海上入出港業務 NACCSパッケージソフト

NACCSパッケージソフト画面

※画面は検討中であり、今後変更が生じる可能性があります。
※ポートチェンジに関する入力項目は現在、省庁側と調整中です。

【代理店Aがポートチェンジの申請を行う場合】
ポートチェンジ前の代理店Ａが、
保障契約情報の訂正にて、
ポートチェンジの有無「有（ポートチェンジ後情報）」を選択し、
ポートチェンジ後の情報を入力する。

【代理店Aの申請後に、さらなる変更が発生し、代理店Bが申請を行う場合】

ポートチェンジ後の代理店Bが、
別の保障契約情報の新規登録にて、
ポートチェンジの有無「有（ポートチェンジ前情報）」を選択し、
ポートチェンジ前の情報を入力する。

保障契約情報の入力画面の末尾に、
「ポートチェンジ情報」を追加し、ポートチェンジに関する情報
を入力できるようにします。（新規項目）


